
宮城萩友会の発足（平成 30年 9月） 

 

宮城萩友会は、平成 30 年 9 月 29 日(土)の東北大学 111 周年ホームカミングデーにおいて、正式発足の

報告を行ないました。 

 前年の 110 周年ホームカミングデーで設立宣言を行ない、このたび正式に発足したものです。改めて、

多くの皆様のご支援とご協力に、心より感謝申し上げます。 

 宮城県にはこれまで全学的な同窓会がありませんでしたが、今回の設立を機に、東北大学のお膝元の同

窓会組織として、物理的にも心理的にも母校に密接した同窓会拠点として、学部や世代を超えて親睦を深

め、公私にわたり交流を図れる仕組みづくりを目的として活動するものです。仙台・宮城の復興・振興と

社会・文化の発展に貢献し、これにより東北大学のより一層の発展に貢献できるよう努めてまいります。 

本会の運営体制は、発起人会の各委員が所属していた 7 団体（東北電力、七十七銀行、宮城県、仙台市、

ソニー、トーキン、仙台地区経和会）を基礎にしながら、今後、本会の活動趣旨に賛同いただける県内の企

業・団体等にもご参画いただき、少しずつではありますが、組織化と体制強化を進めていく予定です。と

くに、東北大学萩友会の基礎同窓会である１０学部同窓会（文・教・法・経・理・医・歯・薬・工・農の部

局別同窓会）とは、学部や組織の垣根を超え、横断的な連携を行なっていくことにより、各同窓会の活性

化に寄与するとともに、本会及び東北大学のより一層の発展に繋がるものと考えております。 

 今後は主として、毎年秋に開催される東北大学ホームカミングデーのホスト役として、東北大学ならび

に東北大学萩友会とともに、母校を訪れる同窓生に対しては、主催者の一員としての役割を積極的に行な

い、一般市民の方々に対しては東北大学をより身近に感じていただけるようホスピタリティをもって接し、

母校の発展にとどまらず、この宮城を盛り上げていきたいと考えております。 

皆様の深いご理解と温かいご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

                               宮城萩友会会長 熊谷 満 

 



 

注：熊谷会長（左から 3人目）と役員一同 


